
  

 

  

 

 〜 実りの秋を迎えて 明日はオープンスクール 〜 
11年ぶりとなった 5連休のシルバーウィークが終わりました。あぜ道には真っ赤な彼岸花が咲

き始め、朝夕の心地よい風とともに、すっかり秋を感じる季節となりました。連休中は、ゆっくり身体
を休めたり、自宅で好きなことに没頭したりと、穏やかな時間を過ごされたことと思います。 
さて、明日９月２５日（金）は、道徳・人権参観、オープンスクールです。相手を思いやる心や豊か

な人権感覚を深めていく学習の様子をご覧いただければと思います。あわせて、保護者様向けの
「インターネットトラブル防止講座」も実施いたします。デジタル時代を生きる子どもたちの安全を
守るためには、学校とご家庭が同じ視点に立ち、日常的な関わりの中で対話を重ねることが不可
欠です。ご参観・ご参加が、子どもたちの安心な学校生活・家庭生活を守る大きな力となります。皆

様のご来校を心よりお待ちしております。 
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季節の変わり目・体調管理について 
最近は寒暖差の大きい時期であり、インフルエンザやコロナ感染の流行もあるようです。

手洗い・うがいの励行と、十分な睡眠・朝食の摂取など、ご家庭での健康管理にご協力をお
願いいたします。 

～ ２学期の学習 進んでいます ～ 
●３年生 マルアイ見学 
社会科学習で、クラスごとに 

店内やバックヤードを案内して 
いただきました。普段は見られ 
ない場所に入らせていただき、 
お店の工夫をたくさん見つけ 
ることができました。 
●４年生 ヘチマ・ヒョウタンの生長 
暑い夏を乗り越え、青々と元気に育っています。見上げると 

とても大きいヘチマの実がなり、ぶら下がっている姿はなん 
とも重そうで、よくできています。白い花のヒョウタンも、小さ 
な実をつけ、生長と季節の経過を感じました。 

～組木（くみき）プロジェクト・株式会社 SRI より寄贈～ 
１学期に、 SRIエンジニアリング株式会社 より、子どもたちの楽しみ 

に使ってほしいと、組木をいただいていました。SRIエンジニアリング株 
式会社 は、トラックのタイヤを作る金型を、ケミカルウッド（人工木材）を 
使って作る会社です。その素材が素晴らしいので、子供たちのために 
使ってほしいと、大阪府立淀川工科高校と大阪工業大学ものづくりセ 
ンターに協力を得て、組木を作り、近隣の学校に寄付をしておられます。 
１学期に計画委員会のメンバーが代表して受け取りました。 
 いただいた組木をどのように置けば、全校児童が安全に楽しく使える 
か、計画委員会で話し合い、写真を撮ったり置き場所やルールを考え 
たりして、２学期の選任式に合わせて校内に配置しました。  
ただ遊ぶだけでなく、「自分たちの学校生活を自分たちの 
手でより良くする」という主体性と協調性を育む、大変貴 
重な学びの機会となりました。組木は 2種類ありますが、 
どちらもとても難しく、解説写真をつけています。校内６か所 
にありますので、保護者の皆様も手に取ってみてください。 
 
 
 


